
























































































































































































































































































ＮＥＵ－．、。．。』ｏ』のロー」←。』④ＣＥコヱ nｈＪ CashmereSerge(Back）Puripera(Face）HerringboneBradford(Face）Ｔｒｏｐｉｃａｌ ３－３改良オーディオピックアップピックアップの針が繊維と衝突した時に得られる信号の典型例をFig.１０に示す。サージの場合，Ⅲちくちく感"の強い布であるが，突出繊維の数は多く信号の出力も大きい。一方，カシミアの場合,剛ちくちく感"は全く無い布であり，
突出繊維の数は多いが，その信号の出力は小さ
い。１つの信号は針と１本の繊維との衝突を表
しており，Fig.１０の横軸を100倍に拡大した典
型例をFig.１１に示す。単位時間当りの信号数
0
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Fig.８Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｆｉｂｅｒｇｒｏｕｐｓｏｎｆａｂｒｉｃsur‐
facemeasuredbylaserbeam．
Fig.８より表面上の突出繊維の量について布
の順位をつけることが出来た。例えば，基準点
より0.8ｍｍ高い位置で考えると，突出繊維の
量は，カシミア＞サージ(裏)＞プリペラ(表)＞
ヘリンポーン＞ブラッドフォード(表)＞トロピ
カルの順位となる。トロピカルの突出繊維は極
めて少なく，カシミアには繊維径は細いが多く
の突出繊維があることがわかる。
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'よパルスカウンターで計測し，単位時間当りの
信号と基準線との間の面積（積分値）は整流及
び積分回路を設けたインテグレーターで算出し
た。
信号の出力は針の移動速度に比例しており，
繊維との遅い（12ｃｍ/s)衝突によって針が曲げ
られた状態からの回復振動速度を表している。
針の速度対時間の関係は振動子の減衰振動ある
いは臨界振動領域に相当していると考えること
が出来る。すると振動子の運動方程式は：
Ｍ鵲+鵯+Ey=0………………(1)
但し，Ｍ；振動子の質量，Ｃ；振動子の粘性
定数，Ｅ；振動子の弾性定数，ｙ；振動子の変
位，ｔ；時間
減衰振動をする場合，(1)式の解は1s)：
ｙ(t)＝Ａｅ~αtcos(のt－６)…………………(2)
但し，α＝C/2Ｍ，の＝,/-,1面=て＝/2Ｍ，Ａ，
。；定数
針の変位は始めの衝突時に繊維によって与え
られる力；Ｐに比例すると考えられるから：
ｙ(O)＝AcosJ＝ＫＰ……………･…･……．(3)
幕(t=0)=…-…=Ⅲ………(4)
ノ「し幾二.t=y(｡｡)-y(0)=-KP…………(5)
それ故，信号と基準線との間の面積(積分値）
は針が繊維によって押された時の力に比例して
いる。即ち本方法では，突出繊維の本数と繊維
が支える力を検出していることになる。臨界振
動をする場合も(5)式と同様な結果が得られ
る。
信号の校正はナイロンモノフィラメント（直
径；８０ｍｍ，ヤング率；３．６×109Ｎ/ｍ２）を用い
て行なった。長さの異なるナイロンモノフィラ
メントを塩ビ円盤上に樹脂で垂直に固定し，布
の測定と同様にピックアップの針とナイロンと
を衝突させた。ナイロンはFig.１２(a)のように
片持ちはりと同様に曲げられ，その反作用で針
が力を受けると仮定して測定した。その結果，
得られた信号の最大振幅及び信号の面積はナイ
ロンの有効長の３乗の逆数に比例し，片持ちは
りの仮定が正しいことを確認でき'6)，信号の出
力を校正できた。、ちくちく性"が高いと思われ
るサージやプリペラ（表）から多く得られた信
号の最大振幅は，突出繊維が針を押す力として
０５－０６，Ｎに対応した。
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Figl2Modelsofloadedcantilever(a)ａｎｄＥｕｌｅｒ
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Garnsworthyら5)は咽ちくちく性"の原因とな
る突出繊維のバックリング（座屈）力として，
１，Ｎなる数値を提出しているが，この場合は
繊維に垂直に触れる場合を考えFig.１２(b)に示
すオイラーの長柱'6)で求めたものである。
片持ちはりの末端に変位ｘを生じる時の力
ＰＣは：
ＰＣ=響x………………………………(6)
一方，オイラーの長柱が座屈を生じる時の
バックリングカＰＥは：
Ｐ厘=祭………………………………(7)
但し，Ｅ；物質の弾性定数，Ｉ；慣性モーメ
ント(直径ｄの円形棒の場合,Ｉ＝元d4/64)，Ｌ；
はり及び長柱の長さ
繊維を垂直にバックリングさせる力と水平に
押す力との比は：
松平・Watt・Ｃａｍａｂｙ：布表面の剛ちくちく性〃に関する客観評価法 9３
ＰＧ/PC=筈…………………………(8)
今回の校正ではＬ；1.7-2.7ｍｍ，ｘ；
0.4-1.1ｍｍの範囲であり，ＰＥ/ＰＣは2.1-3.9
となる。布表面上の実際の突出繊維は垂直とは
限らず,また布との関係もそれ程単純ではない。
しかしながら，帆ちくちく`住"の原因になると思
われる繊維のバックリングカとしては，
1.3-2.3,Ｎとなり，Garnsworthyらの結果と
似た値となっている。
Ｔａｂｌｅｌの試料について0.1,Ｎ以上の信号
の数及び積分値を求め，その結果をＴａｂｌｅ２に
示す。剛ちくちく性"の原因となる突出繊維は針
を押す力が強いため，信号の振幅値が大きく，
また積分値が大きくなると考えられる。そこで
１信号当りの積分値も算出しておいた。
いため表と裏に分けて判別しなかった。６人の
判定者間の一致性係数'3)は0.50(最大；１．０，最
小；-0.2)であり,極めて良く一致していた(有
意水準；0.1％)。主観評価による布の等級を
Table4に示す。プリペラ(表)やサージは極め
て帆ちくちく性〃が強く，カシミアは全くⅢち
くちく〃しないと言える。
Table４ＴｈｅＣｏｌｕｍｎＴｏｔａｌａｎｄＲａｎｋＯｒｄｅｒｆｏｒ
ｌncreasingPricklinessforEightFabrics
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ｌ：Serge
２：Puripera(Face）
３：Puripera(Back）
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５：Bradford(Face）
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８：Ｃａｓｈｍａｅ
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Table２NumberandAreaofSignalsObtained
byAudioPick-upHead
・Thenumberofagreementsbetweenjudgesthatthefabricis
moreprickly．ＮｕｍｂｅｒｃｆＳｉｇｎａｌｓ
ｉｎ５ｓ２ｍｎｄｇ
ＭｅａｎＳＤ．
ＡｒｅａｏｆＳｉｇ
ｎａｌｓ
ｉｎ５ｓｅｍｎｄｇ
ＭｅａｎＳ.、．
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●
●
●
●
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９
９
４
１
８
２
４
１
１
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６７１
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７２１
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兜
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ｕ
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１
１
１
０
０
０
８
８
９
８
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●
●
①
●
●
■
●
■
●
２
３
１
５
１
７
３
５
３
１
１
１
１
２
３
４
５
６
４考察
布のⅢちくちく性〃について３種類の方法で
客観的評価を試みたが，改良オーディオピック
アップによる技術が最も可能性が高そうであ
る。Ｔａｂｌｅ２に示した１信号当りの積分値と主
観表価値との相関をFig.１３に示すが，両者の
相関は極めて高い（ｒ＝0.89）と言える（有意
水準；１％)。、ちくちく感〃が突出繊維の数と
は－致せず，また全積分値とも一致せず，１信
号当りの積分値と一致することは，、ちくちく
感〃が曲げ硬い突出繊維に依存していることを
意味している。繊維の硬さは片持ちはりの場合
もオイラーの長柱の場合も，(6),(7)式からわか
るようにともに繊維径ｄの４乗に比例するた
め，繊維径の太いクロスブレッドウールは、ち
くちく感〃の原因となる。しかし，ともに突出
繊維の長さＬの２乗あるいは３乗に逆比例をす
るため，仕上げ処理の工夫によって抑制するこ
３－２主観評価
一対比較で行なった主観評価の結果をTable
３に示す。プリペラやブラッドフォードは表と
裏の区別が一目でつくが，サージは区別できな
Table3TheNumberofJudgesWhoConsidered
theRowNumbertobeLessPricklythan
theColumnNumber＊
１２３４５６７８
１：sergE
２：PuTipera(Face）
３：Puripera(Back）
４；HerTingbone
５；Bradford(Face）
６；Bradfmd(Back）
７；Tropical
８；CashmerE
６ １１３００
０２２１０
５３０３
１３０２
３３０２
６６６２
３４４４
６６６５５
０
０
０
０
０
０
５
５
３
６
６
６
５
４
４
５
６
６
・Forexample,５judgesconsideredthePuripera(Back)fabTicIesspTickIythan
theSergefabTic．
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とが出来る。ツイードやニット製品で行われて
いる起毛などはこの例であろう。布のセットを
ソフトにしたり，糸のよりを弱めることも有効
な突出繊維長を大きくすることになろう。
て３種類の客観評価法；低圧下圧縮試験，レー
ザーカウント，改良オーディオピックアップ，
及び主観評価法により検討した結果，次の結論
を得た。客観評価法として最も可能性の高い方
法は改良オーディオピックアップであり，針が
１本の繊維と衝突した時に生じる信号の積分値
が主観評価法と最も高い相関を示した。突出繊
維の数は必ずしも帆ちくちくＷとは関係せず，
数は少なくても大きな力を支えられる太い繊維
の存在が皮膚に帆ちくちく感〃を与えることが
示された。
｡
｡
〆。
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Figl3Thecorrelationbetweenobjectiveprickle
（ｍｅａｎsignalareaperfibercantactas
measuredbyamodifiedaudiopick-up）
andsubjectiveprickle(columntotal)．
トロピカルの場合，硬い繊維を約30％含んで
いるが，毛焼き，せん毛などの工程によって突
出繊維の数を抑えることに成功している。
Ｔａｂｌｅ２のデータとFig.８の結果とを比較す
ると，オーディオピックアップで得た突出繊維
数とレーザーカウンターで得た繊維束数とは良
く一致していることがわかる。剛ちくちく性"を
全く感じさせないカシミアには細い突出繊維が
多数存在していることがわかり，興味ある情報
である。Fig.８の結果からは基準点からの高さ
によって突出繊維の分布の違いも示唆される。
ブラッドフォードは短い毛羽は多いが長い突出
繊維の数は少ないことがわかる。オーディオ
ピックアップを用いても,針と布接触面(スキッ
ド）との距離を変えることにより，レーザーカ
ウントと同様な情報が得られる。
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